
明
治
二
十
年
代
初
頭
と
い
う
時
期
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と
り
成
人

期
を
む
か
え
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
以
来
、
外
国
人
教
師
、
宣

教
師
の
指
導
下
に
成
長
を
遂
げ
た
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
は
、
そ
こ
か
ら
「
乳
離

れ
」
し
つ
つ
あ
っ
た
。
有
為
の
青
年
キ
リ
ス
ト
者
は
そ
う
し
た
中
で
、
日
本
人

の
主
体
的
な
責
任
に
お
い
て
教
会
の
独
立
と
、
神
学
研
究
の
自
由
化
を
志
向
し

た
。
神
学
研
究
の
自
由
化
は
「
新
神
学
」
問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
新
神
学

各
派
の
導
入
は
外
発
的
で
は
あ
っ
た
が
、
新
神
学
そ
れ
自
体
は
成
人
期
を
む
か

え
、
外
国
人
依
存
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
内
発
的

要
請
で
あ
っ
た
。
今
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
植
村
正
久
、
金
森
通
倫
は
こ
う
し
た

内
発
的
要
請
に
敏
感
に
対
応
し
た
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
対
応
に
お

い
て
両
者
は
同
様
の
認
識
に
立
ち
な
が
ら
、
両
者
の
得
た
結
論
は
あ
ま
り
に
も

対
暁
的
で
あ
っ
た
。

新
神
学
と
は
あ
る
特
定
の
神
学
体
糸
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
明
治
十

は
じ
め
に 植

村
正
久
と
金
森
通
倫

ｌ
「
新
神
学
」
問
題
を
中
心
に
Ｉ

年
代
末
期
か
ら
二
十
年
代
初
頭
に
か
け
て
欧
米
か
ら
薦
さ
れ
た
、
き
わ
め
て
合

理
的
な
自
由
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
総
称
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
明
治
十
八
年
、
Ｗ
・
ス
ピ
ン
ネ
ル
の
来
朝
と
と
も
に
宣
教
を

開
始
し
た
「
ド
イ
ツ
普
及
福
音
教
会
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
派
は
十
九
世
紀

の
ド
イ
ツ
聖
書
神
学
を
風
塵
し
た
チ
ュ
ー
ピ
ン
ゲ
ン
学
派
の
、
聖
書
高
等
批
評

を
基
礎
に
合
理
的
な
教
義
解
釈
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
明
治
二
十
年
、
Ａ
・
Ｍ
・
ナ
ッ
プ
の
来
朝
と
と
も
に
活
動
を
開
始

し
た
ヨ
ニ
テ
リ
ァ
ン
」
で
あ
っ
た
。
三
’
一
テ
リ
ア
ン
」
は
そ
の
名
の
通
り

三
位
一
体
論
（
ト
リ
ニ
テ
ィ
）
に
対
し
て
、
神
の
唯
一
性
（
ユ
ニ
テ
ィ
）
即
ち
、

キ
リ
ス
ト
の
神
性
を
否
定
し
て
、
イ
エ
ス
の
人
間
性
を
主
張
す
る
英
米
を
中
心

に
起
っ
た
宗
教
運
動
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
独
自
な
発
展
を
遂

げ
、
ア
メ
リ
カ
Ⅱ
１
’
一
テ
リ
ァ
ン
協
会
は
ナ
ッ
プ
を
使
節
（
彼
は
「
宣
教
師
」

冒
涜
巴
。
ご
画
ｑ
と
呼
ば
れ
る
の
を
嫌
い
「
使
節
」
両
国
ぐ
昌
日
シ
ョ
宮
の
印
且
。
『

と
自
称
し
、
「
伝
道
」
言
〕
い
の
ざ
国
の
か
わ
り
に
「
宗
教
運
動
」
牙
一
喧
○
屋
の

日
◎
ぐ
①
日
の
貝
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
、
既
成
キ
リ
ス
ト
教
と
の
違
い
を
明
確

に
し
て
い
た
。
）
と
し
て
日
本
に
送
り
、
活
発
な
宗
教
運
動
を
展
開
し
た
。

さ
ら
に
、
自
由
主
義
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
は
、
明
治
二
十
三
年
、
ア
メ
リ
カ

田
代

和

五 久



１
１
’
一
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
の
派
遣
し
た
Ｇ
・
Ｌ
・
・
へ
リ
ン
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
「
宇
宙
神
教
教
会
」
（
後
に
「
同
仁
教
会
」
と
改
称
）
が
あ
り
、

カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
予
定
救
済
説
に
反
対
し
て
「
普
遍
的
救
済
」
（
匡
昌
ぐ
の
『
の
巳

ｍ
堅
く
豊
目
）
を
主
張
し
た
。
新
神
学
と
は
、
こ
れ
ら
自
由
主
義
キ
リ
ス
ト
教
三

派
に
よ
っ
て
資
さ
れ
た
神
学
傾
向
の
総
称
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
三
派
は
他
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
が
同
系
統
の
も
の
が
合
同
し
て
一
教
派
を
形
成
し
た
よ
う

に
、
自
由
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
の
一
教
派
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

各
派
の
間
で
は
宣
教
師
、
伝
道
者
、
雑
誌
編
集
及
び
執
筆
者
の
交
流
に
よ
っ
て

き
わ
め
て
緊
密
な
協
力
関
係
を
保
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
三
派
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
ド
イ
ツ
普
及
福
音
教
会
」
、
ヨ
ニ
テ

リ
ァ
ン
協
会
」
は
聖
書
や
教
義
に
対
す
る
合
理
的
解
釈
、
さ
ら
に
日
本
の
宗
教

や
精
神
的
伝
統
に
対
す
る
包
括
的
態
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
宣
教
師
に
よ
っ

て
説
か
れ
た
聖
書
無
謬
説
や
、
単
純
素
朴
な
天
啓
説
あ
る
い
は
奇
跡
、
復
活
、

曠
罪
等
の
非
合
理
性
に
飽
き
た
ら
ぬ
思
い
を
懐
い
て
い
た
青
年
、
学
生
、
知
識

人
層
を
中
心
に
強
い
共
感
を
呼
び
、
そ
の
余
波
は
既
成
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
巻

き
込
む
「
神
学
上
の
波
澗
」
と
な
っ
て
顕
れ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
欧
米
に
お
け
る
自
由
主
義
神
学
の
誕
生
は
十
八
世
紀
以

来
の
啓
蒙
主
義
の
思
想
的
潮
流
や
、
そ
れ
を
基
盤
に
成
立
し
、
十
分
成
熟
し
た

近
代
市
民
社
会
の
土
壌
の
中
で
、
哺
ま
れ
た
合
理
主
義
を
背
景
に
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
思
想
的
潮
流
も
基
盤
も
欠
い
た
明
治
二
十
年
代
初
頭
の

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と
っ
て
、
自
由
主
義
神
学
は
自
己
の
信
仰
基
盤
の
崩

壊
を
も
た
ら
す
恐
怖
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
既
成
キ
リ
ス
ト
教
会

の
新
神
学
へ
の
対
応
の
様
は
、
「
初
め
『
異
端
』
で
あ
り
、
次
ぎ
は
『
合
理
主

義
』
蚕
匡
○
国
農
の
日
尻
次
ぎ
に
『
自
由
基
督
教
』
次
ぎ
に
『
新
神
学
』
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
皆
な
恐
怖
す
べ
く
、
憎
悪
す
べ
き
も
の
、
信
仰
を
薄

（
１
）

弱
な
ら
し
め
る
も
の
、
と
異
名
同
義
に
用
ひ
ら
れ
る
合
言
葉
」
で
あ
っ
た
と
い

シ
ハ
ノ
Ｏ

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
、
新
神
学
の
活
動
は
そ
の
合
理
性
と
包
括
性
に
お
い

て
福
沢
諭
吉
、
中
村
正
直
、
加
藤
弘
之
、
杉
浦
重
剛
等
を
含
む
多
く
の
知
識
人

層
の
支
持
を
得
た
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
文
化
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
側
面
が
強
く
、
既
成
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
最
大
の
ポ
レ
ミ
ー
ク
は
、
『
六

合
雑
誌
』
に
登
場
し
た
金
森
通
倫
の
新
神
学
論
文
と
、
そ
の
著
作
『
日
本
現
今

之
基
督
教
並
二
将
来
之
基
督
教
』
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
新
神
学
問
題
は
多
く

の
反
響
、
議
論
を
呼
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
既
成
キ
リ
ス
ト
教
と
新
来
の
キ
リ

ス
ト
教
の
対
立
と
い
う
形
で
顕
在
化
し
た
の
に
対
し
、
金
森
の
問
題
提
起
に
お

い
て
は
じ
め
て
新
神
学
問
題
は
「
宗
教
上
の
問
題
」
と
な
り
得
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
な
に
よ
り
も
金
森
は
既
成
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
中
で
も
、
日

本
基
督
教
会
と
並
び
有
力
な
組
織
で
あ
っ
た
、
日
本
組
合
教
会
の
現
職
の
牧
師

で
あ
り
、
一
時
は
新
島
襄
の
後
継
者
と
も
目
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

会
の
大
立
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
公
然
た
る
新
神
学
の
旗
幟
の
表
明
が
キ
リ

ス
ト
教
会
内
部
に
、
如
何
に
大
き
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
し
た
か
は
想

像
に
難
く
な
い
。
金
森
の
新
神
学
的
立
場
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
『
日
本
現

今
之
基
督
教
並
二
将
来
之
基
督
教
』
は
、
四
六
版
百
五
十
九
。
ヘ
ー
ジ
の
小
冊
子

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
反
響
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
間
の
意
を
聟
動
し
た
る
の

み
か
、
世
間
の
新
聞
雑
誌
に
ま
で
も
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
批
評
頻
々
と

（
○
色
）

し
て
百
出
」
し
、
初
版
一
千
部
は
一
週
間
に
し
て
売
切
れ
再
版
二
千
部
が
売
り

出
さ
れ
た
程
で
あ
っ
た
。

金
森
は
、
小
崎
弘
道
が
『
六
合
雑
誌
』
（
一
○
三
号
、
明
治
二
十
二
年
七

五
四



月
）
に
「
聖
書
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、
高
等
批
評
に
よ
る

「
聖
書
無
謬
論
」
否
定
の
論
文
を
発
表
し
た
際
、
小
崎
批
判
の
急
先
鋒
の
一
人

で
あ
っ
た
。
当
時
、
同
志
社
に
あ
っ
た
金
森
は
、
明
治
二
十
三
年
三
月
、
小
崎

の
第
二
代
同
志
社
社
長
就
任
と
と
も
に
同
志
社
を
去
り
、
同
年
七
月
上
京
、

『
六
合
雑
誌
』
を
舞
台
に
新
神
学
キ
ャ
ン
・
ヘ
ー
ン
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
同

年
十
一
月
、
小
崎
の
後
任
と
し
て
番
町
教
会
の
牧
師
に
就
任
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
金
森
の
新
神
学
へ
の
傾
斜
は
激
し
く
、
翌
二
十
四
年
四
月
、
番

町
教
会
牧
師
を
辞
任
し
、
翌
五
月
三
日
発
行
の
『
国
民
之
友
』
二
七
号
の
特

別
寄
書
と
し
て
『
日
本
現
今
之
基
督
教
並
一
一
将
来
之
基
督
教
』
を
発
表
、
さ
ら

に
同
年
六
月
十
二
日
、
一
書
と
し
て
出
版
し
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
二
年
間
に
渉

（
Ｑ
Ｊ
）

る
正
統
主
義
か
ら
新
神
学
へ
の
金
森
の
思
想
的
軌
跡
を
あ
き
ら
か
に
す
る
に

は
、
『
日
本
現
今
之
基
督
教
並
二
将
来
之
基
督
教
』
に
至
る
過
程
と
し
て
、

『
六
合
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
彼
の
見
解
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

金
森
は
上
京
と
と
も
に
『
六
合
雑
誌
』
上
に
登
場
し
、
明
治
二
十
四
年
九
月

『
六
合
雑
誌
』
一
二
九
号
を
最
後
に
そ
の
名
前
は
誌
上
か
ら
忽
然
と
消
え
去
っ

（
４
）

た
が
、
こ
の
間
彼
は
六
篇
九
回
に
渉
っ
て
新
神
学
問
題
に
対
す
る
、
自
己
の
見

解
を
発
表
し
て
い
た
。
金
森
は
明
治
二
十
三
年
七
月
か
ら
翌
二
十
四
年
九
月
ま

で
の
期
間
、
新
神
学
問
題
と
真
正
面
か
ら
取
組
ゑ
、
全
精
力
を
そ
れ
に
つ
ぎ
込

糸
燃
焼
し
尽
し
た
感
が
あ
る
。

今
こ
こ
で
は
、
『
六
合
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、
特
に
植
村
正

久
と
の
関
係
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
「
宗
教
社
界
の
鎖
国
主
義
」
、
「
神

（
５
）

学
の
議
論
と
信
仰
の
生
活
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。

金
森
は
先
づ
鎖
国
主
義
が
知
識
の
相
互
交
流
を
阻
承
、
人
類
の
文
明
の
進
歩

発
達
に
と
り
有
害
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
の
象
が
、

「
今
尚
頑
固
鎖
国
主
義
を
固
守
」
し
、
「
教
会
の
四
門
を
鎖
さ
し
て
全
く
思
想

交
通
の
自
由
を
絶
」
ち
、
「
思
想
の
自
由
は
雄
飛
す
べ
き
の
天
地
を
得
ず
に
、

今
尚
籠
中
に
苦
し
む
」
状
況
は
、
「
実
に
嘆
息
の
至
り
な
り
」
と
し
て
、
そ
の

理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

神
学
及
び
信
条
な
る
者
あ
り
て
、
恰
も
各
派
の
城
壁
と
で
も
云
ふ
べ
き
様

を
な
し
居
る
な
り
。
是
に
よ
り
て
、
其
派
中
の
人
々
若
し
其
派
の
神
学
或

は
信
条
と
異
な
る
所
の
信
仰
を
懐
き
、
若
く
は
議
論
を
な
す
者
あ
れ
ば
、

（ママ）、（ママ）警察官が科人を探出して此を法庭に訴へ、其処刑を請求するか

の
如
く
、
書
ひ
如
何
な
る
篤
信
の
信
者
に
て
も
、
叉
如
何
な
る
高
徳
の

君
子
に
て
も
遠
慮
会
釈
も
あ
ら
ぱ
こ
そ
、
直
ち
に
此
を
会
外
に
放
逐

（
マ
マ
）

し
、
或
は
其
伝
道
を
差
留
む
る
な
ど
随
分
醜
体
を
示
す
事
も
多
か
る
な

脂
、
ノ
○

金
森
は
こ
こ
で
自
派
の
神
学
、
信
条
を
絶
対
化
し
、
固
随
化
し
た
キ
リ
ス
ト

教
会
各
派
の
現
状
を
、
烈
し
く
非
難
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
同
時
代
の

キ
リ
ス
ト
教
会
に
対
す
る
現
状
認
識
は
植
村
正
久
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ

た
。
明
治
二
十
三
年
三
月
『
福
音
週
報
』
所
載
の
「
信
条
制
定
に
関
す
る
意

見
」
の
中
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
人
の
定
め
た
る
神
学
に
泥
玖
、
区
々
た
る
信
条
に
束
縛
せ
ら
れ
、
宗
教

の
議
論
に
至
り
て
は
百
事
保
守
の
地
に
立
ち
、
頑
然
古
を
仰
望
し
て
、
敢

え
て
進
歩
の
途
に
就
く
を
嫌
悪
す
。
余
輩
未
だ
そ
の
可
な
る
を
知
ら
ず
。

■■■■■■■

一

五
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（
中
略
）
細
密
な
る
信
条
の
弊
狭
院
な
る
神
学
の
害
怖
る
べ
き
も
の
あ
る

（
Ｒ
ｕ
）

を
知
れ
り
。

保
守
的
な
神
学
思
想
、
信
条
墨
守
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
現
状
に
対
す
る
両
者

の
批
判
が
、
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
引
用
で
明
白
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
現
状
打
開
の
方
法
に
お
い
て
も
両
者

は
共
通
の
認
識
に
立
っ
て
い
た
。
金
森
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
や
日
本
の
神
学
者
は
、
外
国
宣
教
師
の
助
に
よ
ら
ず
し
て
、
汲
々
自
ら

其
神
学
を
研
究
し
居
る
者
な
り
。
加
之
、
欧
米
の
新
聞
雑
誌
及
び
書
籍
の

類
は
自
由
自
在
に
、
日
本
に
輸
入
し
来
れ
ば
、
殊
更
に
宣
教
師
の
手
を
経

る
ま
で
も
な
く
、
直
ち
に
欧
米
に
於
け
る
神
学
思
想
の
大
海
に
身
を
投
じ

て
、
自
ら
其
穂
蓄
を
探
ら
ん
と
欲
し
つ
つ
あ
る
者
な
り
。

一
方
、
植
村
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

余
輩
日
本
の
基
督
教
徒
た
る
も
の
は
、
神
学
の
新
田
を
開
拓
し
、
欧
米
の

短
を
棄
て
、
そ
の
長
を
採
る
に
お
い
て
最
も
都
合
好
き
も
の
な
り
と
言
わ

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
日
本
神
学
の
基
礎
を
立
て
、
そ
の
方
針
を
定
む
る
実
に

今
日
に
在
り
と
す
。
漫
り
に
外
国
の
糟
粕
を
輸
入
し
、
ま
た
好
ん
で
こ
れ

ね
ぶ

を
甜
ら
ん
と
す
る
に
至
り
て
は
、
余
輩
深
く
こ
れ
を
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得

ず
。

両
者
は
先
づ
な
に
よ
り
も
外
国
宣
教
師
の
直
接
的
な
影
響
下
か
ら
脱
皮
し

て
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
自
負
と
責
任
に
お
い
て
、
新
神
学
問
題
に
対
処
し

よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い
た
。
特
に
信
条
や
神
学
に
対
す
る
植
村

の
自
由
閼
達
さ
は
、
後
に
福
音
主
義
、
正
統
主
義
の
驍
将
と
目
さ
れ
た
人
物
と

（
ワ
ｆ
）

は
思
え
な
い
程
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
現
状
に
対
す
る
新
神
学
の
問
題

提
起
を
、
彼
は
積
極
的
に
評
価
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
と
も
な
ろ
う
。

金
森
は
キ
リ
ス
ト
教
会
の
大
勢
は
、
「
先
祖
伝
来
の
神
学
説
及
び
信
仰
の
条

目
を
固
守
」
し
て
、
ヨ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
書
物
は
、
害
あ
り
て
益
な
し
、
信
者

は
成
る
べ
く
此
に
触
れ
ざ
る
を
良
し
と
す
と
云
ひ
、
或
は
独
乙
の
神
学
は
自
由

過
ぎ
る
な
り
、
此
を
学
ぶ
は
信
仰
を
冷
や
す
の
恐
れ
あ
り
」
な
ど
の
「
通
弊
」

に
陥
入
り
、
そ
の
結
果
、
「
宗
教
世
界
の
思
想
は
甚
だ
自
由
の
働
を
妨
害
せ
ら

れ
、
卑
屈
な
る
奴
隷
的
の
境
界
に
苦
む
者
」
と
な
っ
た
と
理
解
し
た
。
そ
し
て

金
森
は
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
会
（
界
）
の
閉
塞
状
況
を
打
開
す
る
の
は
、
た

だ
「
思
想
の
自
由
」
な
る
も
の
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
「
真
理
」
に
依
る
以
外

に
は
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

抑
思
想
の
自
由
な
る
者
は
、
其
発
見
す
る
真
理
の
結
果
如
何
に
拘
は
ら

ず
、
又
よ
し
一
時
は
如
何
な
る
影
響
を
社
界
に
及
ぼ
す
こ
と
あ
る
も
、
更

に
此
等
を
観
る
事
な
く
、
只
真
理
の
雲
の
柱
と
火
の
柱
が
導
く
儘
に
引
か

れ
行
き
、
其
留
る
所
に
至
て
、
始
め
て
止
ま
る
べ
き
者
な
り
。
結
果
や
影

（
マ
マ
）

響
に
彼
是
掛
念
し
て
、
真
理
の
導
に
従
は
ざ
る
間
は
未
だ
以
て
思
想
の
自

由
を
得
た
る
者
と
云
ふ
く
か
ら
ず
。
今
の
宗
教
社
界
の
思
想
界
に
於
て
、

最
も
欠
乏
す
る
所
の
者
は
、
此
大
胆
勇
進
の
気
象
な
り
。

こ
こ
に
は
理
性
に
対
す
る
金
森
の
全
幅
の
信
頼
が
直
裁
に
語
ら
れ
て
い
る
。

彼
の
合
理
主
義
は
、
「
卑
屈
な
る
奴
隷
的
の
境
界
」
Ⅱ
正
統
主
義
に
甘
ん
ず
る

こ
と
は
出
来
ず
、
真
理
の
導
く
ま
ま
に
「
思
想
の
自
由
」
な
る
園
Ⅱ
新
神
学
へ

と
旅
立
ち
の
準
備
を
は
じ
め
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
金
森
は
理
性
に
よ
っ
て
獲

得
さ
れ
た
真
理
は
、
「
是
迄
各
種
の
堤
防
を
悉
く
破
り
尽
し
、
今
将
に
神
学
海

の
堤
防
を
も
破
壊
せ
ん
と
す
る
の
有
様
な
れ
ば
、
臂
ひ
幾
千
万
の
頑
固
神
学
者

が
此
の
堤
防
の
承
砕
か
る
べ
か
ら
ず
、
砕
か
れ
て
は
大
変
だ
と
命
限
り
に
防
御

す
る
も
、
到
底
甲
斐
な
く
早
晩
此
処
を
も
破
壊
し
て
、
古
び
れ
た
る
中
古
の
謬

五
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説
を
推
し
流
し
、
宗
教
社
界
の
面
目
を
一
新
す
る
」
と
述
べ
合
理
主
義
の
立

場
、
新
神
学
の
立
場
の
勝
利
を
予
想
し
た
。

金
森
に
み
ら
れ
る
人
間
理
性
や
真
理
に
対
す
る
信
頼
の
念
は
、
一
方
、
植
村

に
お
い
て
も
同
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

思
う
に
、
今
の
伝
道
者
の
な
か
に
は
旧
来
の
僻
説
に
束
縛
せ
ら
れ
、
種
々

の
問
題
に
対
し
て
己
れ
の
一
身
を
処
す
る
の
方
法
に
窮
し
、
人
知
れ
ず
ひ

そ
か
に
心
を
悩
ま
す
も
の
無
き
に
あ
ら
ざ
る
く
し
。
お
よ
そ
宗
教
上
重
要

な
る
事
柄
に
つ
き
か
く
の
ご
と
く
危
疑
の
間
に
坊
復
す
る
は
伝
道
者
に
取

り
て
最
も
難
儀
な
る
も
の
な
り
。
頑
然
と
し
て
信
条
に
拘
泥
す
る
も
の

よ
・
汝
は
何
を
も
っ
て
、
こ
の
不
安
心
を
治
療
せ
ん
と
す
る
や
。
神
学
上

の
議
論
に
お
い
て
は
、
成
る
べ
く
謹
厚
の
精
神
を
維
持
す
る
こ
と
を
必
要

と
す
れ
ど
も
、
今
の
ご
と
く
、
右
に
顧
玖
、
左
に
気
遣
い
、
ひ
た
す
ら
古

に
鮠
き
て
、
神
学
上
現
今
の
問
題
を
、
漠
然
の
う
ち
に
捨
て
置
か
ん
と
す

る
は
勇
気
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
素
志
に
反
す
る
こ
と
に
あ
ら
ず
や
。
真

理
は
高
明
な
り
。
暖
昧
を
も
っ
て
城
壁
と
な
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
く
し
。

余
輩
は
神
学
上
諸
種
の
問
題
に
関
し
て
自
由
な
る
研
究
を
な
さ
ん
と
欲

す
。
（
中
略
）
今
や
余
輩
は
神
学
上
の
波
欄
膨
群
た
る
に
遇
い
ぬ
。
い
や

し
く
も
そ
の
信
仰
の
理
由
を
明
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
務
む
る
も
の
は
、
こ

の
際
そ
の
議
論
を
避
け
ん
と
欲
す
る
も
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
（
中
略
）

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
わ
が
信
ず
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
確
実
に
せ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
わ
が
心
に
疑
わ
し
と
思
う
こ
と
は
こ
れ
を
疑
題
に
倣
し
て
講

究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
信
ず
る
こ
と
を
厚
く
信
じ
、
知
ら
ざ
る
こ
と
を
知

（
。
。
）

ら
ず
と
し
、
疑
わ
し
き
こ
と
は
真
実
に
疑
う
べ
し
。

金
森
、
植
村
の
両
者
は
こ
こ
で
、
明
治
二
十
年
代
と
い
う
時
代
の
変
革
期
に

際
し
て
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
も
ま
た
内
に
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
主
体
的

責
任
意
識
の
め
ば
え
、
外
に
新
神
学
の
到
来
と
い
う
新
し
い
胎
動
の
中
で
、
従

来
の
外
国
依
存
的
体
質
を
あ
ら
た
め
、
独
立
自
主
の
精
神
を
喚
起
す
る
点
に
お

い
て
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
条
件
と
し
て
、
な
に
よ
り
も
神

学
や
信
条
に
対
す
る
自
由
な
研
究
、
自
由
な
議
論
の
展
開
こ
そ
が
要
請
さ
れ
る

と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
両
者
の
時
代
認
識
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
対
す

る
現
状
認
識
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
両
者
の
違
い
も
ま
た
そ
こ
に
反

映
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
自
由
な
研
究
、
自
由
な
議
論
を
標
楴
し
て
も
金
森
は

旧
神
学
を
否
定
す
る
方
法
と
し
て
用
い
、
積
極
的
に
新
神
学
へ
の
旅
立
ち
を
準

備
し
つ
つ
あ
っ
た
の
に
対
し
、
植
村
は
伝
統
的
教
義
を
再
吟
味
し
鍛
え
直
す
方

法
と
し
て
、
自
由
な
研
究
、
自
由
な
議
論
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
植
村
は
新

神
学
の
問
題
提
起
を
積
極
的
に
受
け
取
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
旧
神
学
の
再
構

築
を
計
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
降
、
両
者
の
歩
み
は
対
脈
的
で
あ
っ
た
。
金
森
は
新
神
学
へ
と
積
極

的
に
踏
み
出
し
、
旧
神
学
批
判
の
急
先
鋒
と
し
て
活
躍
し
た
の
に
対
し
、
植
村

は
新
神
学
の
攻
勢
を
受
け
取
め
つ
つ
、
旧
神
学
に
と
ど
ま
り
福
音
主
義
信
仰
の

確
立
へ
と
歩
玖
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
『
六
合
雑
誌
』
所
載
の

論
文
「
神
学
説
と
信
仰
の
事
実
」
（
植
村
正
久
、
第
二
三
号
、
明
治
二
十
三

年
五
月
）
、
「
神
学
の
議
論
と
信
仰
の
生
活
」
（
金
森
通
倫
、
第
一
二
○
号
、

明
治
二
十
三
年
十
二
月
）
に
お
い
て
み
て
み
た
い
。

植
村
の
「
神
学
説
と
信
仰
の
事
実
」
は
、
あ
る
人
か
ら
、
「
順
ノ
教
理
ニ
シ

テ
真
理
タ
ラ
バ
、
之
ヲ
真
理
ト
シ
テ
確
信
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ャ
切
ナ
リ
。
唯

一
一
一

五
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余
ノ
理
性
〈
其
理
由
ヲ
請
求
シ
テ
止
マ
ズ
。
余
ニ
シ
テ
之
ガ
理
由
ヲ
解
シ
、
確

固
ダ
ル
信
仰
ヲ
有
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ン
？
〈
、
余
ノ
信
仰
ャ
実
二
危
シ
」
と
い
う
質

問
を
受
け
た
の
に
対
し
、
こ
の
質
問
を
一
般
化
し
「
神
学
説
と
信
仰
の
事
実
と

の
関
係
」
か
ら
自
己
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
そ
こ
で
「
余
輩
は
基
督
教
に
付
深
く
思
ふ
に
従
ひ
、
益
神
学
説
と
信
仰

の
事
実
と
は
自
ら
別
物
な
る
を
感
ず
る
に
至
れ
り
。
且
そ
の
別
物
た
る
こ
と
を

常
に
心
に
明
白
に
す
る
の
必
用
を
感
ず
」
と
述
べ
「
神
学
」
と
「
信
仰
」
と
は

次
元
の
ち
が
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
両
者
は
、
た

と
え
別
物
で
あ
っ
て
も
そ
の
間
に
は
、
「
神
学
説
は
骨
格
に
し
て
信
仰
は
筋
肉

五
臓
」
あ
る
い
は
「
信
仰
は
燈
火
な
り
神
学
説
は
行
燈
の
壁
紙
」
の
如
く
、
神

学
説
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
植
村
は
理
解
し
て
い

た
。
そ
れ
故
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
「
神
学
」
に
対
す
る
「
信
仰
の
事
実
」
の
優

位
を
主
張
す
る
。

キ
リ
ス
ト
は
実
に
世
の
救
主
な
り
。
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
且
愛
し
キ
リ
ス
ト

の
心
を
以
て
心
と
す
る
処
の
も
の
は
、
す
で
に
其
罪
赦
さ
れ
て
神
の
子
と

な
れ
り
。
如
何
に
し
て
其
罪
は
赦
さ
れ
し
や
、
曰
く
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
た

る
が
故
な
り
。
凡
て
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
者
は
何
故
に
こ
の
罪
赦
さ
る
る

乎
。
日
我
こ
れ
を
知
ら
ず
。
晴
罪
の
理
を
知
ら
ず
と
雌
も
こ
の
事
実
を
信

ぜ
ぱ
可
な
り
。
そ
の
理
を
知
る
よ
り
善
き
は
な
し
。
然
れ
ど
も
其
理
を
知

ら
ざ
る
も
こ
の
事
実
を
得
ば
可
な
り
。

植
村
は
こ
こ
で
キ
リ
ス
ト
を
救
主
と
し
て
信
じ
、
キ
リ
ス
ト
の
贈
罪
に
よ
っ

て
自
己
の
罪
は
賑
わ
れ
た
と
い
う
信
仰
体
験
こ
そ
、
信
仰
の
事
実
と
し
て
肝
要

で
あ
る
と
し
た
。
こ
う
し
た
彼
の
理
解
は
「
三
位
一
体
論
」
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
っ
た
。

父
、
子
、
聖
霊
の
三
・
ヘ
ル
ソ
ナ
あ
り
。
而
し
て
此
三
位
は
一
な
り
と
云
ふ

は
、
如
何
な
る
想
像
を
以
て
理
解
し
得
る
乎
。
我
輩
も
し
未
だ
理
解
し
得

ず
と
て
信
仰
危
し
と
云
は
ぱ
、
我
輩
の
信
仰
は
理
解
し
能
は
ざ
る
処
の
道

理
の
上
に
立
て
り
と
な
さ
ざ
る
可
ら
ず
。
然
り
と
雛
も
キ
リ
ス
ト
は
神
の

満
て
る
人
な
り
。
キ
リ
ス
ト
の
言
行
は
神
の
言
行
な
り
。
キ
リ
ス
ト
を
見

る
は
、
こ
れ
を
神
を
見
る
な
り
と
云
ふ
は
こ
れ
信
仰
の
事
実
な
り
。
こ
の

事
実
確
乎
と
し
て
存
す
る
間
は
、
三
位
一
体
の
理
論
の
分
明
な
ら
ざ
れ
ぱ

と
て
心
配
す
る
を
要
せ
ざ
る
な
り
。

植
村
は
信
仰
の
事
実
こ
そ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
生
命
で
あ
り
、
神
学
は
せ
い
ぜ

い
信
仰
の
事
実
を
説
明
し
解
釈
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
解
に
立
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
「
聖
書
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

聖
書
は
神
の
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
係
る
歴
史
教
諦
及
び
人
物
の

伝
を
載
す
。
因
て
之
を
読
む
者
は
神
を
知
り
、
キ
リ
ス
ト
に
交
は
り
救
を

得
る
に
至
る
こ
と
は
事
実
な
り
。
然
れ
ど
も
聖
書
の
記
載
法
に
於
て
神
の

如
何
の
導
あ
り
し
や
に
至
り
て
は
神
学
説
な
り
。

植
村
は
こ
こ
で
、
聖
書
に
お
い
て
神
の
啓
示
は
示
さ
れ
、
そ
の
啓
示
の
中
で

も
最
も
重
要
な
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
贈
罪
の
う
ち
に
、
人
間
は
神
と
の
人
格

的
関
係
に
出
会
う
と
い
う
聖
書
の
信
仰
を
「
事
実
」
と
し
て
受
入
れ
、
聖
書
の

編
集
や
記
述
に
お
い
て
神
の
啓
示
が
如
何
に
示
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
議
論

（
新
神
学
の
歴
史
的
批
評
的
方
法
）
は
信
仰
の
事
実
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な

く
、
神
学
の
解
釈
の
問
題
で
あ
る
と
理
解
し
た
。
こ
う
し
た
植
村
の
理
解
に

は
、
聖
書
に
記
載
さ
れ
た
神
の
啓
示
の
う
ち
に
自
己
の
信
仰
体
験
の
事
実
を
確

認
し
よ
う
と
す
る
、
き
わ
め
て
福
音
主
義
的
立
場
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

五
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こ
れ
に
対
し
金
森
の
「
神
学
の
議
論
と
信
仰
の
生
活
」
は
先
の
植
村
の
論
文

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
窺
れ
る
が
、
金

森
は
こ
こ
で
明
白
に
植
村
と
一
線
を
画
す
る
。

金
森
は
先
づ
新
神
学
問
題
が
単
に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
問
題
で

は
な
く
、
欧
米
に
お
い
て
も
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
以
来
、
最
大
の
宗
教
問
題
で

あ
る
と
し
、
欧
米
の
宗
教
問
題
の
余
波
が
「
基
督
教
の
新
開
墾
地
な
る
我
国
の

基
督
教
社
会
に
も
及
ぶ
」
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
時
代
認
識
を
示
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
国
の
信
者
達
は
近
頃
ま
で
は
、
各
伝
教
師
に
就
て
教
え
ら
れ
た
る
儘
、

敢
て
疑
を
懐
く
事
な
く
従
順
に
是
を
守
り
来
り
し
が
、
是
は
之
れ
我
国
に

於
る
無
邪
気
な
る
信
仰
の
幼
少
時
代
な
り
し
な
ら
ん
。
然
る
に
今
や
ユ
ニ

テ
リ
ア
ン
派
入
来
り
、
批
評
的
独
逸
神
学
も
渡
来
し
、
又
当
時
流
行
の
新

説
主
張
者
も
起
り
て
、
将
に
神
学
海
に
於
て
大
な
る
風
波
の
起
ら
ん
と
す

る
兆
顕
は
れ
た
り
。
此
に
於
て
多
く
の
人
々
は
周
章
狼
狽
己
が
神
学
説
に

動
揺
を
受
る
と
、
偕
に
併
せ
て
其
信
仰
を
も
失
は
ん
と
す
。
叉
或
者
は
頑

固
に
も
是
等
の
新
説
を
主
張
し
、
異
説
を
唱
ふ
る
者
を
見
て
彼
は
異
端
な

り
、
是
は
妄
論
な
り
、
彼
は
信
仰
の
堕
落
者
な
り
、
是
は
悪
魔
の
手
先
な

り
な
ど
切
り
に
是
を
非
難
し
て
、
神
学
世
界
よ
り
思
想
の
自
由
を
も
奪
ば

ん
と
試
る
者
あ
り
。

こ
う
し
た
状
況
を
前
に
し
て
、
金
森
は
「
神
学
上
の
議
論
と
信
仰
の
生
活
と

の
大
関
係
に
つ
き
兼
て
懐
抱
す
る
所
の
意
見
」
を
開
陳
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の

こ
の
両
者
の
関
係
を
め
ぐ
る
認
識
は
、
「
神
学
上
の
議
論
と
信
仰
の
生
活
と
は

直
接
に
於
て
は
殆
ん
ど
無
関
係
の
者
な
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
人

間
生
活
の
全
体
に
渉
っ
て
、
「
学
問
上
の
智
識
と
実
際
上
の
生
活
と
は
（
中
略
）

密
着
な
る
関
係
を
有
す
る
者
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
、
特
に
「
神
学
」
と

「
信
仰
」
の
関
係
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
立
場
か

ら
金
森
は
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
自
体
へ
の
検
討
に
進
ん
で
行
く
。

先
づ
「
三
位
一
体
論
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昔
よ
り
神
学
上
の
問
題
に
於
て
甚
だ
八
釜
敷
か
り
し
は
、
三
位
一
体
の
議

論
な
り
。
籾
て
此
の
三
位
一
体
の
問
題
に
付
て
は
一
と
つ
の
神
に
三
つ
の

位
が
あ
る
と
説
く
も
、
又
は
一
と
つ
の
神
に
三
つ
の
．
ヘ
ル
ソ
ナ
あ
り
と
説

く
も
、
又
一
と
つ
の
神
に
三
つ
の
意
識
あ
り
と
説
く
も
、
或
は
一
と
つ
の

Ｌ
一
ほ

意
識
あ
り
と
説
く
も
、
叉
独
一
の
神
が
三
様
り
に
顕
れ
給
ひ
し
と
説
く

も
、
其
説
方
の
如
何
に
よ
り
て
吾
人
が
信
仰
の
生
活
に
果
し
て
何
程
の
関

係
か
あ
る
、
吾
人
の
信
仰
に
直
接
の
関
係
あ
る
事
は
天
父
を
愛
し
、
イ
エ

ス
キ
リ
ス
ト
を
愛
し
て
聖
霊
の
恩
化
に
預
る
事
な
り
。
三
位
一
体
の
関
係

の
如
き
は
学
説
と
し
て
随
分
緊
要
な
る
問
題
な
れ
ど
も
、
実
際
の
信
仰
に

於
て
は
殆
ど
無
関
係
の
者
な
り
。

金
森
は
「
三
位
一
体
論
」
は
信
仰
生
活
と
は
「
無
関
係
」
で
あ
る
と
し
て
こ

れ
を
否
定
し
た
。
同
じ
く
「
三
位
一
体
論
」
の
理
解
に
お
い
て
、
植
村
は
キ
リ

ス
ト
の
贈
罪
と
い
う
聖
書
に
啓
示
さ
れ
た
神
の
事
実
の
解
釈
と
し
て
捉
え
た
の

に
対
し
、
金
森
に
は
そ
う
し
た
理
解
は
皆
無
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
キ
リ
ス
ト
の
品
性
」
に
つ
き
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

キ
リ
ス
ト
の
人
物
に
付
て
も
随
分
議
論
八
釜
敷
か
り
し
が
、
仮
令
ひ
キ
リ

”
ス
ト
は
神
な
り
と
信
ず
る
も
、
神
キ
リ
ス
ト
の
中
に
在
せ
り
と
信
ず
る

も
、
叉
神
よ
り
も
少
し
く
劣
れ
る
者
な
り
と
信
ず
る
も
、
神
と
同
一
な
り

と
信
ず
る
も
、
或
は
完
全
な
る
人
な
り
と
信
ず
る
も
、
其
性
質
論
は
救
に

関
す
る
者
に
あ
ら
ず
。
只
キ
リ
ス
ト
を
愛
す
る
と
否
と
、
彼
を
学
ぶ
と
学

五
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ば
ざ
る
と
の
み
、
吾
人
の
信
仰
の
生
活
に
関
係
あ
る
な
り
。

金
森
は
「
キ
リ
ス
ト
の
神
性
」
に
神
の
啓
示
を
認
め
、
そ
こ
に
賊
罪
の
根
拠

も
、
信
仰
の
事
実
も
存
す
る
と
い
う
福
音
主
義
の
立
場
を
斥
け
、
い
わ
ば
歴
史

上
の
存
在
と
し
て
の
イ
エ
ス
の
言
行
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
を
規
範

と
す
る
処
に
信
仰
生
活
の
意
味
を
見
出
そ
う
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
た
の
で

あ
る
。
彼
は
イ
エ
ス
を
救
済
者
Ⅱ
キ
リ
ス
ト
と
は
理
解
せ
ず
、
最
高
の
倫
理
規

範
Ｉ
人
間
と
し
て
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
新
神
学
の
教
義
の
中
核
は
キ
リ
ス
ト

の
神
性
を
否
定
し
、
キ
リ
ス
ト
を
史
的
イ
エ
ス
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

に
お
い
て
、
金
森
は
キ
リ
ス
ト
を
神
と
告
白
す
る
旧
神
学
の
福
音
主
義
と
明
確

に
訣
別
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
「
キ
リ
ス
ト
」
理
解
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で

あ
れ
ば
、
「
贈
罪
諭
」
は
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
よ
っ
て
人
類
の
罪
が
贈
わ
れ

た
と
い
う
福
音
主
義
的
理
解
と
は
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

十
字
架
の
贈
罪
に
て
も
或
人
は
是
に
よ
り
て
神
の
法
律
を
彌
縫
す
る
な
り

と
云
ひ
、
又
或
人
は
是
に
よ
り
て
神
の
愛
を
顕
は
す
な
り
と
云
ふ
が
、
吾

人
の
生
活
に
必
要
な
る
は
此
十
字
架
に
関
係
す
る
学
説
に
あ
ら
ず
。
只
。
ハ

ウ
ル
が
所
謂
る
キ
リ
ス
ト
と
偕
に
死
し
て
叉
彼
と
偕
に
甦
る
事
な
り
。
即

つ
け

ち
キ
リ
ス
ト
の
其
身
を
十
字
架
に
釘
給
ひ
し
如
く
、
吾
人
も
亦
旧
き
罪
の

身
を
十
字
架
に
釘
て
罪
と
全
く
死
別
す
る
こ
と
な
り
。

次
ぎ
に
金
森
の
「
原
罪
論
」
を
ゑ
て
み
た
い
。

原
罪
論
に
付
て
ア
ダ
ム
の
罪
が
遺
伝
し
た
と
の
説
も
あ
り
。
叉
遺
伝
し
た

る
に
非
ず
、
是
に
よ
り
其
子
孫
た
る
我
々
が
罪
を
犯
す
者
と
な
り
た
り
と

の
説
も
あ
り
。
或
は
彼
の
罪
と
吾
人
の
罪
と
は
全
く
無
関
係
な
り
と
信
ず

る
者
も
あ
ら
ん
が
、
兎
に
角
に
も
吾
人
は
罪
人
な
り
。
而
し
て
此
罪
は
吾

人
の
罪
な
り
、
其
責
は
他
人
に
帰
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
必
ず
吾
人
自
ら
是

を
受
く
べ
き
者
な
れ
ば
、
只
速
に
是
を
悔
改
む
る
の
外
な
し
。

彼
は
こ
こ
で
「
原
罪
」
の
存
在
を
認
め
て
は
い
る
が
、
「
原
罪
」
か
ら
の
解

放
を
キ
リ
ス
ト
の
贈
罪
と
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
と
い
う
立
場
か
ら
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
言
行
を
規
範
と
す
る
人
間
的
努
力
に
求
め
た
。

最
後
に
金
森
は
「
聖
書
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

聖
書
に
は
多
少
誤
り
あ
る
と
信
ず
る
も
あ
り
、
或
は
全
く
誤
り
な
し
と
云

ふ
者
も
あ
ら
ん
。
或
は
記
事
に
は
誤
り
あ
る
も
教
義
に
は
過
り
な
し
と
云

ふ
。
叉
教
義
に
も
記
事
に
も
多
少
過
あ
る
を
免
れ
ず
、
只
聖
書
は
吾
人
の

救
に
関
す
る
真
理
を
示
す
者
な
り
と
信
ず
る
者
も
あ
ら
ん
。
然
れ
ど
も
是

等
の
説
の
如
何
に
よ
り
て
其
人
々
の
救
に
影
響
す
べ
き
者
に
は
あ
ら
ず
。

只
此
影
響
す
る
所
の
者
は
其
聖
書
に
あ
る
愛
神
愛
人
の
誠
を
守
る
と
否
と

に
あ
る
な
り
。

金
森
は
聖
書
に
お
け
る
神
の
啓
示
を
否
定
し
、
信
仰
生
活
の
実
践
に
と
っ
て

聖
書
に
記
載
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
言
行
を
い
わ
ば
誠
と
し
て
守
る
こ
と
こ
そ
、

有
益
で
あ
る
と
理
解
し
た
。

植
村
は
「
神
学
」
と
「
信
仰
」
の
関
係
に
つ
き
両
者
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
し
た
が
、
聖
書
に
啓
示
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
贈
罪
を
信
仰
の
事
実

と
し
て
認
め
、
そ
こ
に
神
と
人
間
と
の
人
格
的
関
係
の
成
立
を
認
め
て
い
た
。

金
森
も
同
じ
く
信
仰
の
事
実
を
強
調
し
た
が
、
そ
れ
は
聖
書
に
啓
示
さ
れ
た
事

実
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
己
の
主
体
的
な
宗
教
体
験
を
合
理
的
に
把
握
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
信
仰
の
事
実
と
い
う
性
格
が
強
く
う
ち
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
金
森
の
信
仰
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
「
如
何
な
る

宗
派
に
属
す
る
者
に
て
も
、
又
如
何
な
る
神
学
説
を
唱
ふ
る
者
に
て
も
、
筍
も

真
実
に
神
を
愛
し
キ
リ
ス
ト
を
愛
し
、
叉
其
誠
を
守
り
て
兄
弟
を
愛
す
る
人

六
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は
、
余
は
此
人
を
指
し
て
真
誠
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
云
は
ん
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
逆
に

善
ひ
口
に
は
正
統
神
学
派
と
唱
へ
巧
み
に
神
学
上
の
議
論
を
な
す
者
に
て

も
、
若
し
其
心
に
愛
神
愛
人
の
徳
な
き
人
は
是
こ
そ
所
謂
る
偽
善
者
な

り
。
其
正
統
神
学
果
し
て
何
の
効
用
か
あ
る
。
（
中
略
）
自
ら
正
統
神
学

者
な
り
と
称
し
な
が
ら
、
其
兄
弟
を
愛
す
べ
き
の
実
行
に
於
て
正
統
な
ら

ざ
り
し
正
統
神
学
者
こ
そ
、
却
て
天
国
の
教
会
よ
り
放
逐
せ
ら
れ
た
る
や

も
知
る
べ
か
ら
ず
。
（
中
略
）
天
国
に
入
る
者
は
只
神
学
の
正
統
な
る
者

に
あ
ら
ず
。
実
に
信
仰
の
生
命
あ
る
者
の
ゑ
な
り
。
而
し
て
此
生
命
を
得

（
マ
マ
）

る
者
は
、
神
の
賜
ふ
霊
の
糧
を
取
て
是
を
食
ふ
に
あ
り
て
、
其
分
折
学
に

は
あ
ら
ざ
る
事
を
知
る
べ
し
。

と
し
て
形
骸
化
し
た
正
統
主
義
の
信
仰
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
と
も
な
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
し
て
金
森
は
前
述
の
教
義
自
体
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
、
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
採
る
べ
き
神
学
の
在
り
方
を
積
極
的
に
提
言
し
た
。
こ
の

提
言
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
学
と
し
て
の
神
学
の
在

り
方
に
対
す
る
、
目
を
ひ
ら
か
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
彼
の
新
神

学
関
係
の
所
論
の
う
ち
、
も
っ
と
も
建
設
的
な
提
言
で
あ
っ
た
。

彼
は
「
神
学
」
と
「
信
仰
」
と
は
無
関
係
と
し
た
が
、
「
神
学
」
そ
れ
自
体

の
効
用
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
否
定
し
た
神
学
は

あ
く
ま
で
も
形
骸
化
し
固
肥
化
し
た
正
統
主
義
神
学
で
あ
り
、
自
由
か
つ
合
理

的
な
新
神
学
こ
そ
、
信
仰
生
活
に
と
り
有
効
で
あ
る
と
し
た
。
彼
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

神
学
も
亦
不
用
な
る
者
に
あ
ら
ず
。
否
信
仰
の
生
活
の
度
を
進
め
、
其
幸

福
を
増
す
に
於
て
は
、
神
学
の
効
能
亦
甚
だ
大
な
り
と
云
ふ
く
し
。
（
中

略
）
学
術
彌
進
歩
す
れ
ば
、
吾
人
の
幸
福
も
亦
従
て
増
進
す
る
者
な
り
。

彼
の
神
学
と
信
仰
の
生
活
と
の
関
係
も
亦
之
に
類
す
る
所
あ
り
。

金
森
は
「
神
学
」
の
進
歩
発
展
に
平
行
し
て
「
信
仰
」
生
活
も
向
上
す
る
と

理
解
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
彼
に
す
れ
ば
神
学
は
「
日
進
月
歩
の
神
学
」
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
旧
神
学
は
「
徒
ら
に
先
祖
遺
伝
の
旧
式
を
守
り

て
、
其
古
文
に
拘
泥
す
る
腐
儒
神
学
」
に
す
ぎ
ず
、
同
時
代
の
日
本
の
キ
リ
ス

ト
教
会
の
大
勢
は
こ
の
「
腐
儒
神
学
」
の
支
配
下
に
岬
吟
し
て
い
る
と
見
な
し

た
。
彼
は
「
他
の
学
術
は
日
進
月
歩
し
て
、
全
く
其
面
目
を
改
め
、
各
新
調
の

衣
服
を
着
け
て
、
第
十
九
世
紀
の
文
明
界
に
横
行
す
る
に
、
独
り
神
学
の
承
は
数

百
年
来
先
祖
相
伝
の
衣
服
を
纒
ひ
、
さ
も
恥
か
し
そ
ふ
に
微
行
し
つ
つ
あ
る
」

事
態
は
い
っ
た
い
、
何
処
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
問
い
、
そ
の
理
由
を

従
来
の
神
学
自
体
の
方
法
の
欠
陥
に
求
め
、
学
問
と
し
て
の
神
学
研
究
の
方
法

へ
の
検
討
に
進
ん
で
行
っ
た
。

彼
は
従
来
の
神
学
に
は
「
三
大
欠
点
」
が
あ
る
と
言
い
、
そ
れ
は
「
思
想
の

公
平
」
、
「
思
想
の
自
由
」
、
「
思
想
の
大
胆
さ
」
を
欠
く
点
で
あ
る
と
し
た
。

そ
し
て
真
理
探
求
を
目
差
す
者
が
、
「
其
思
想
の
公
平
を
欠
く
と
き
は
、
必
ず

（
マ
マ
）

僻
見
に
落
入
り
、
思
想
の
自
由
を
失
ふ
時
は
、
必
ず
頑
固
と
な
り
、
大
胆
の
気

象
を
欠
く
と
き
は
、
迎
も
真
理
の
新
天
地
を
開
墾
す
る
事
難
か
る
べ
し
」
で
あ

っ
た
。
金
森
は
旧
神
学
の
方
法
的
欠
陥
と
し
て
こ
の
三
点
を
指
摘
し
た
の
で
あ

ブ
（
四
Ｏ

第
一
何
が
故
神
学
世
界
に
思
想
の
公
平
を
欠
く
か
と
云
ふ
に
、
多
く
の
神

学
者
は
各
自
の
宗
派
、
若
く
は
学
派
に
属
し
巳
に
歴
史
的
の
感
情
を
有

し
、
又
境
遇
の
束
縛
を
受
け
居
る
に
よ
り
、
先
入
主
と
な
る
の
理
に
従

一
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ひ
、
公
平
に
彼
我
の
神
学
説
を
比
較
し
て
虚
心
以
て
其
真
理
の
存
す
る
所

を
発
見
せ
ん
と
す
る
の
精
神
に
乏
し
・
（
中
略
）
若
し
夫
れ
真
実
に
真
理

を
発
見
せ
ん
事
を
務
む
る
者
は
、
其
研
究
に
於
て
は
、
彼
我
の
区
別
又
敵

味
方
の
感
情
を
悉
く
去
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
只
盆
大
の
活
眼
を
開
ひ
て
、

宇
宙
を
眺
め
只
真
理
の
あ
る
所
に
至
て
止
る
の
精
神
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

次
い
で
旧
神
学
に
お
け
る
「
思
想
の
自
由
」
の
欠
如
に
つ
い
て
、
金
森
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

何
故
に
思
想
の
自
由
を
欠
く
と
云
ふ
か
。
是
れ
他
な
し
、
徒
ら
に
聖
書
の

文
字
に
拘
泥
し
て
、
是
れ
に
奴
隷
仕
す
る
が
故
に
、
新
旧
約
言
の
儀
文
の

中
に
束
縛
せ
ら
れ
て
、
自
由
自
在
に
思
想
の
天
地
に
雄
飛
す
る
を
得
ざ
る

な
り
。
聖
書
は
素
よ
り
神
学
書
に
あ
ら
ず
。
叉
信
仰
の
個
条
書
に
も
あ
ら

ざ
る
な
り
。
然
る
に
多
く
の
神
学
者
は
徒
ら
に
聖
書
の
文
句
を
引
証
し

て
、
己
が
立
論
の
基
礎
と
な
さ
ん
と
欲
す
。
（
中
略
）
道
理
に
照
ら
し
て

其
論
の
当
否
を
間
は
ず
、
只
聖
書
の
文
意
に
適
は
ざ
る
故
、
直
ち
に
謬
説

な
り
と
し
て
是
を
斥
く
る
の
風
あ
り
。
是
れ
豈
に
聖
書
の
文
字
を
以
て
思

想
の
自
由
を
束
縛
す
る
者
に
あ
ら
ず
や
。
思
想
の
自
由
な
る
者
は
前
後
左

右
の
外
物
よ
り
毛
頭
だ
も
、
束
縛
を
受
る
事
な
く
只
真
理
の
雲
の
柱
の
導

く
儘
に
引
か
れ
行
き
、
其
止
る
所
に
止
る
を
云
ふ
な
り
。
始
め
よ
り
此
書

の
中
に
あ
る
文
意
の
外
に
は
、
一
歩
も
踏
出
す
事
能
は
ざ
る
な
り
と
云
ふ

が
如
き
は
、
素
よ
り
束
縛
の
甚
し
き
者
な
り
。

金
森
は
旧
神
学
に
お
け
る
「
思
想
の
自
由
」
の
欠
如
の
原
因
を
、
理
性
の
光

に
照
し
て
聖
書
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
な
く
単
に
神
の
啓
示
と
ゑ
な
し

て
、
絶
対
化
し
全
て
の
行
動
規
範
を
そ
こ
に
求
め
る
保
守
性
に
あ
る
と
し
た
の

で
あ
る
。

旧
神
学
に
お
け
る
欠
陥
の
第
三
に
つ
い
て
、
金
森
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

何
故
に
大
胆
を
欠
く
と
云
ふ
か
。
是
れ
他
な
し
神
学
の
説
と
信
仰
の
生
活

と
は
、
甚
だ
密
着
な
る
関
係
あ
り
て
彼
に
過
る
と
き
は
是
の
命
を
失
ふ
者

な
り
と
過
る
が
故
、
常
に
戦
々
競
々
と
し
て
其
説
を
立
て
ん
と
す
る
な

り
。
彼
等
は
善
ひ
其
心
中
に
宿
り
給
ふ
真
理
の
霊
の
導
き
て
、
快
活
な
る

か
新
思
想
の
洋
岸
に
至
る
も
、
霊
の
命
に
よ
り
身
を
思
想
の
大
海
に
浮
べ
て

真
理
の
港
に
達
せ
ん
と
は
せ
ず
、
却
て
因
循
姑
息
退
ひ
て
自
己
の
旧
説
を

墨
守
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。

で
は
何
故
、
旧
神
学
は
こ
う
し
た
事
態
に
陥
入
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
森
は

そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
旧
神
学
の
立
場
に
立
つ
者
達
は
、

神
学
説
は
信
仰
の
生
命
に
直
接
の
関
係
あ
り
と
思
ふ
を
以
て
、
危
険
を
犯

し
て
真
理
の
新
天
地
を
開
墾
す
る
を
欲
せ
ざ
る
な
り
。
如
此
き
新
説
を
信

じ
た
ら
ん
に
は
、
我
が
信
仰
に
害
は
な
ぎ
や
、
或
は
よ
し
己
れ
の
信
仰
に

害
な
き
も
他
人
の
信
仰
に
害
を
及
す
に
は
あ
ら
ざ
る
か
と
、
信
仰
の
生
活

上
に
心
配
あ
る
よ
り
常
に
進
取
の
気
象
を
挫
か
れ
て
、
大
胆
に
真
理
の
発

明
を
敢
え
て
す
る
事
能
は
ざ
る
な
り
。

旧
神
学
は
人
間
理
性
の
主
体
的
な
真
理
探
求
の
努
力
を
怠
り
、
固
舳
化
し
た

教
義
に
盲
目
的
に
追
随
す
る
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら
は
没
主
体
的
な
信
仰
し
か
う

ま
れ
得
な
い
と
金
森
は
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
彼
は
あ
く
ま
で
も
理
性
の
立
場
に
立
ち
、
人
間
の
主
体
的
な
努

力
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
金
森
の
宣
言
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
主
義
に
則
り
、
此
世
に
於
て
無
上
の
権
威
を
有
す
る

神
の
代
表
者
な
し
と
す
る
と
き
は
、
我
々
個
々
人
々
各
聖
霊
の
導
に
頼

て
、
各
廟
に
真
理
の
所
在
を
発
見
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
是
を
な
す
や
、
多
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少
の
過
り
に
陥
る
は
免
れ
ざ
る
事
な
り
。
然
ど
も
過
を
恐
れ
て
勇
敢
の
気

象
を
失
ふ
も
、
亦
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
如
何
と
な
れ
ば
古
よ
り
伝
り
来
り

た
る
神
学
説
必
ず
し
も
純
粋
の
真
理
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
只
真
理
と
誤
謬

の
混
合
物
た
る
に
過
ざ
る
な
り
。
今
の
儘
に
て
先
祖
遺
伝
の
神
学
説
に
止

る
も
、
尚
誤
謬
の
中
に
あ
り
或
は
振
ふ
て
進
む
も
多
少
過
ち
に
陥
る
の
憂

あ
り
と
す
る
と
き
は
、
吾
人
は
如
何
な
る
方
針
を
取
る
べ
き
か
、
余
は
断

じ
て
言
ふ
、
大
胆
と
勇
気
と
を
以
て
進
む
に
加
ず
と
。

金
森
は
神
学
研
究
に
お
け
る
最
終
の
拠
り
所
は
、
人
間
理
性
の
光
に
よ
っ
て

照
さ
れ
た
真
理
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
と
し
、
各
自
の
主
体
的
な
責
任
に
お
い
て

真
理
は
発
見
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
彼
自
身
は
理
性
の
光
に
導
か
れ

て
、
大
胆
と
勇
気
を
も
っ
て
新
神
学
を
真
理
と
し
て
発
見
し
た
の
で
あ
っ
た
・

一
方
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
意
識
は
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
自
負
と
し
て
自

主
、
独
立
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

今
や
我
国
に
於
る
神
学
海
の
波
浪
は
将
に
荒
立
ん
と
す
る
兆
候
あ
り
。
此

時
に
於
て
吾
人
日
本
の
神
学
者
が
注
意
す
べ
き
所
は
如
何
。
即
ち
欧
米
人

（
マ
マ
）

の
覆
徹
に
陥
ら
ざ
ら
ん
事
な
り
。
神
学
上
の
議
論
と
信
仰
の
生
活
と
を
混

同
せ
ざ
ら
ん
事
な
り
。
巳
に
彼
れ
是
れ
の
区
分
を
明
か
に
し
た
る
以
上
は

神
学
上
の
議
論
は
最
も
快
活
に
、
最
も
公
平
に
、
最
も
自
由
に
、
最
も
大
胆

に
な
さ
ん
こ
と
な
り
。
我
等
日
本
の
神
学
者
は
未
だ
宗
派
の
奴
隷
と
な
ら

ざ
る
な
り
。
我
等
の
前
に
は
先
祖
あ
り
て
、
是
れ
彼
れ
の
神
学
説
を
遺
伝

し
た
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
我
等
は
歴
史
的
の
感
情
を
有
せ
ざ
る
な
り
。

我
等
は
情
実
の
絆
に
繁
れ
た
る
者
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
我
々
は
独
立
独
歩

の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
な
り
。
我
々
は
此
国
に
於
る
基
督
教
会
の
祖
先
と
な
る

べ
き
者
な
り
。
我
々
は
日
本
神
学
の
基
礎
を
据
べ
き
者
な
り
。

こ
こ
に
は
真
理
に
対
す
る
快
活
、
公
平
、
自
由
、
大
胆
を
も
っ
て
旧
神
学
を

圧
倒
し
、
新
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
担
お
う
と
す
る
青
年
金
森
通
倫
の
自
負

と
自
信
が
躍
如
し
て
い
る
が
、
先
に
も
指
摘
し
た
如
く
、
金
森
が
真
理
と
い
う

時
、
そ
れ
は
聖
書
に
啓
示
さ
れ
た
神
の
真
理
を
、
信
仰
の
光
に
照
さ
れ
た
理
性

に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
理
性
の
光
の
う
ち
に
捉
え
ら
れ

た
真
理
で
あ
っ
た
。
彼
が
「
キ
リ
ス
ト
教
と
我
々
と
の
命
脈
を
繋
ぐ
者
は
即
真

理
あ
る
の
み
」
と
い
う
時
、
金
森
の
キ
リ
ス
ト
教
は
信
仰
の
領
域
に
と
ど
ま
る

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
知
性
の
領
域
に
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
金
森
が
内
村
不
敬
事
件
に
お
い
て
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
心
情
に
搦

め
取
ら
れ
て
行
っ
た
理
由
が
あ
っ
た
。
金
森
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
知
性
の
問

（
９
）

題
、
倫
理
的
態
度
一
般
へ
と
解
消
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

金
森
は
「
神
学
の
議
論
と
信
仰
の
生
活
」
を
次
の
よ
う
に
結
ん
だ
。
「
凡
て

の
束
縛
を
脱
し
て
、
思
想
の
天
地
に
雄
飛
し
、
大
胆
に
勇
敢
に
険
を
冒
し
、
難

（
マ
マ
）

を
越
へ
、
神
学
思
想
の
新
天
地
を
開
懇
す
べ
し
」

彼
は
こ
の
結
尾
そ
の
ま
ま
を
実
践
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
こ
そ

は
彼
の
新
神
学
宣
言
の
記
念
碑
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
く
「
神
学
」
と
「
信
仰
」
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
出
発
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
方
は
伝
統
神
学
の
福
音
主
義
へ
、
他
方
は
新
神
学
の
合
理
主
義
へ
と

行
き
つ
く
先
は
正
反
対
で
あ
っ
た
。

金
森
は
以
上
の
よ
う
な
見
解
の
総
決
算
と
し
て
、
『
日
本
現
今
之
基
督
教
並

一
一
将
来
之
基
督
教
』
を
刊
行
し
た
が
、
先
に
も
指
摘
し
た
如
く
、
こ
の
著
作
は

キ
リ
ス
ト
教
界
内
部
に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ひ
き
起
し
、
多
く
の
批
判
、

（
叩
）

反
論
が
提
出
さ
れ
た
中
で
、
植
村
の
批
判
は
綿
密
か
つ
公
平
さ
に
お
い
て
、
最

も
正
鵠
を
射
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
神
学
を
め
ぐ
る
両
者
の
関
係
を
承
る
と

一
ハ
ー
ニ



き
、
蓋
し
当
然
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

金
森
の
『
日
本
現
今
之
基
督
教
並
二
将
来
之
基
督
教
』
に
対
す
る
植
村
の
批

判
、
そ
の
他
新
神
学
問
題
全
体
に
渉
る
彼
の
見
解
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
多

く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
降
、
植
村
は
神
学
研
究
に
対
す
る
金
森

の
提
言
を
真
蟄
に
受
け
と
め
、
快
活
、
公
平
、
自
由
、
大
胆
に
福
音
主
義
信
仰

の
確
立
へ
と
逼
進
し
た
。
金
森
が
旧
神
学
打
倒
に
用
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
植

村
は
学
と
し
て
の
神
学
研
究
に
不
可
欠
と
み
な
し
、
福
音
主
義
確
立
の
た
め
に

用
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
代
中
期
に
お
け
る
「
罪
の
問
題
」
に
関
す
る

（
皿
）

一
連
の
論
文
は
、
新
神
学
の
合
理
主
義
に
対
す
る
旧
神
学
の
福
音
主
義
の
反
攻

と
も
い
う
べ
き
勢
い
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
に
お
い
て
植
村
は
「
贈

罪
」
を
中
核
と
す
る
福
音
主
義
信
仰
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

新
神
学
は
た
し
か
に
植
村
に
と
り
克
服
の
対
象
で
は
あ
っ
た
が
、
一
方
に
お

い
て
新
神
学
の
問
題
提
起
な
し
に
、
彼
の
福
音
主
義
の
確
立
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
明
治
三
四
’
三
五
年
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
「
植
村
ｌ
海
老
名
、
キ
リ

ス
ト
論
争
」
に
お
け
る
植
村
の
立
場
は
、
す
で
に
新
神
学
の
問
題
提
起
に
対
す

る
克
服
と
、
二
十
年
代
中
期
の
所
論
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

註

（
１
）
三
並
一
艮
『
日
本
に
於
け
る
自
由
基
督
教
と
其
先
駆
者
』
四
五
四
’
四
五

五
頁
。

（
２
）
『
植
村
正
久
著
作
集
』
第
四
巻
、
二
七
一
頁
。

（
３
）
こ
の
間
の
金
森
の
思
想
的
軌
跡
を
史
料
に
即
し
て
跡
づ
け
た
研
究
は
杉

井
六
郎
氏
の
論
文
「
明
治
思
想
史
に
お
け
る
自
由
キ
リ
ス
ト
教
提
唱
の

意
味
」
（
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
第
二
号
）
以
外
見
当
ら
な

い
。
こ
の
論
文
は
同
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る

新
神
学
論
議
を
綿
密
周
到
に
分
析
さ
れ
て
、
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

（
４
）
「
説
教
も
亦
一
の
技
術
」
（
第
二
五
号
、
明
治
二
三
年
七
月
）
「
説
教

も
亦
一
の
技
術
（
続
）
」
（
第
二
六
号
同
八
月
）
「
宗
教
社
界
の
鎖
国

主
義
」
（
第
二
八
号
、
明
治
二
三
年
一
○
月
）
「
神
学
の
議
論
と
信
仰

の
生
活
」
（
第
一
二
○
号
、
明
治
二
三
年
一
二
月
）
「
カ
イ
ム
氏
約
翰
伝

論
」
（
第
三
二
、
二
三
、
一
二
四
、
一
二
七
号
、
明
治
二
四
年
一
、

二
、
四
、
七
月
）
「
使
徒
パ
ウ
ロ
の
改
信
」
（
第
一
二
九
号
、
明
治
二
四

年
九
月
）

（
５
）
『
六
合
雑
誌
』
の
明
治
二
三
年
目
次
で
は
「
神
学
の
議
論
と
信
仰
の
生

、

、

涯
」
と
な
っ
て
い
る
が
本
文
で
は
（
生
活
）
で
あ
る
。

（
６
）
『
植
村
正
久
著
作
集
』
第
六
巻
、
二
○
頁
。

（
７
）
同
時
代
人
と
し
て
山
路
愛
山
は
こ
う
し
た
植
村
の
態
度
に
つ
い
て
「
余

の
知
る
所
に
依
れ
ば
当
時
に
在
り
て
植
村
正
久
は
曽
て
一
た
び
は
進
歩

派
た
る
べ
き
気
色
を
示
し
た
れ
ど
も
、
中
ご
ろ
よ
り
其
の
態
度
を
一
変

し
て
旧
信
仰
に
還
り
、
正
統
派
の
一
驍
将
と
し
て
善
く
戦
ひ
た
り
き
。
」

（
「
現
代
日
本
教
会
史
論
ｂ
岩
波
文
庫
本
、
九
二
頁
。

（
８
）
「
神
学
上
の
波
潤
」
（
『
福
音
週
報
』
第
九
号
、
明
治
二
三
年
五
月
）
『
植

村
正
久
著
作
集
』
第
四
巻
二
六
三
’
二
六
四
頁
。

（
９
）
内
村
不
敬
事
件
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
応
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
内
村
鑑
三

不
敬
事
件
と
植
村
正
久
」
（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
七
号
）
参
照
。
両

者
に
と
っ
て
「
新
神
学
問
題
」
と
「
内
村
不
敬
事
件
」
は
密
接
に
関
連

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
、
）
植
村
は
『
日
本
評
論
』
誌
上
に
三
回
に
渉
っ
て
論
評
を
加
え
た
。
（
第

三
三
、
三
四
、
三
六
号
、
明
治
二
三
年
七
月
一
○
、
二
五
日
・
十
月
二
六
日
）

つ
承

（
皿
）
「
罪
悪
と
は
何
ぞ
や
」
（
明
治
二
六
年
二
月
’
三
月
）
「
わ
れ
ら
の
罪
い

か
に
し
て
赦
さ
る
る
や
」
（
明
治
二
六
年
一
○
’
二
月
）
は
「
福
音
新

報
』
誌
上
に
七
回
に
渉
っ
て
連
載
さ
れ
た
。

六
四


